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今号の表紙：甲府で楽しむいちご狩り
甲府盆地は、日本有数の日照時間と豊富な地下水に恵まれ、特に
小曲地区のいちご栽培は山梨では一番古くから始まりました。
１月から５月まで多品種の新鮮ないちごを楽しむことができます。
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お知らせ

新しい制服で
笑顔をお届けします
　JA山梨みらいでは２月１
日から制服が変わりました。
　新しい制服で気分も新た
に、より一層お客様にご満
足いただけますよう心を込
めて接客いたします。
　皆様のご来店を心よりお
待ちしております。

「令和元年台風等に
かかる支援募金」のお礼

　JAグループ山梨として、昨年の全国各
地で甚大な被害をもたらした北九州北部
豪雨・台風15号・19号に対し、被災地の
復旧・復興支援のため、当 JAにつきまし
ても各支店・センター等に募金箱を設置
したところ、304,188円が集まりました。
県下 JAグループ合計では1,158,481円と
なり、JA全中を通じ全額支援金として充
てられます。あたたかいご支援・ご協力
ありがとうございました。

ＪＡ山梨みらい 第一回通常総代会開催

開催日時

令和２年４月24日（金）
午後２時より

会　　場

南巨摩郡富士川町
                天神中条８２０−１
富士川町 ますほ文化ホール

大塚にんじんドレッシング
870円（税込）　280ml

　市川三郷町大塚地区で収穫された特産
「大塚にんじん」を使用した生ドレッシン
グです。
　一本一本、丁寧にすりおろされたドレッ
シングは、サラダやしゃぶしゃぶはもちろ
ん、パンにつけてもおいしくいただけま
す！ご飯やとんかつにかけて食べる人もい
るそうです！
　お求めの方は、みたまの湯、のっぷい直
売所にて販売していますので、ぜひ一度お
試しください。期間限定のためお早めに！

　

昭
和
町
在
住
の
長
田
さ
ん
は
、
中
央
市
内
の
圃
場
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

30
ア
ー
ル
、
ト
マ
ト
17
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

就
農
前
は
農
業
法
人
に
勤
め
、
ト
マ
ト
栽
培
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら
農
家
と
し
て
独
立
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
起
き
、
農
業
大
学

や
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
マ
ス
タ
ー
制
度
を
活
用
し
、
２
年
ほ
ど
農
業
に
つ
い
て
学

び
、
27
歳
の
時
に
就
農
し
て
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
「
第
19
回
果
樹
・
野
菜
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
全
農
会
長
賞
を

受
賞
し
、
令
和
元
年
に
は
山
梨
県
の
青
年
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ 

大
変
な
こ
と
は
？

Ａ 

ト
マ
ト
を
作
り
始
め
て
１
年
が
経
過
し
た
平
成
26
年
の
大
雪
で

ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
と
い
う
大
き
な
挫
折
を
味
わ
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
そ
の
経
験
が
農
業
は
天
候
や
自
然
環
境
と
と
も
に
生

き
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
で
き
て
、
よ
り
一
層
農
業
に

対
す
る
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

Ｊ
Ａ
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

Ａ 

営
農
指
導
員
の
方
々
に
は
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
聞
く
と
す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て
く
る
の
で
と
て

も
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

 

そ
れ
か
ら
希
望
で
す
が
、
少
し
で
も
ト
マ
ト
栽
培
の
技
術
ア
ッ

プ
に
時
間
を
使
い
た
い
た
め
、
全
量
Ｊ
Ａ
共
選
出
荷
に
し
て
い

ま
す
。
機
械
共
選
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
労
力
の
削
減
が
出
来

て
、
更
に
自
分
な
り
の
こ
だ
わ
り
あ
る
ト
マ
ト
作
り
に
近
づ
け

る
気
が
し
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
目
標
は
？

Ａ 

ト
マ
ト
を
周
年
で
栽
培
で
き
る
技
術
を
学
び
た
い
で
す
。
ま

た
、
栽
培
面
積
、
出
荷
量
を
増
や
し
て
収
益
を
上
げ
た
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
に
し
か
出
せ
な
い
「
食
味
」
に
こ
だ
わ

り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

 

収
入
の
安
定
す
る
職
業
に
就
く
の
は
簡
単
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、

で
す
が
家
族
を
守
る
た
め
、
自
分
が
納
得
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
人
生
を
か
け
て
農
業
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
を
見
据
え
、
真
剣
な
眼
差
し
で
ト
マ
ト
栽
培
を
語
る
長
田
さ
ん
は

と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。
Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
は
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

る
農
家
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

昭和地区
長田 知也さん（34）

就農

年目７

JA 山梨みらいではがんばる農家さんを応援しています !!

新規就農者紹介

トマトの棚下げを指導する米山営農指導課長



直売所 ナイス 
     カップル

TEL:055-244-1511※売店直通

石原　勉さん（75）　　孝子さん（66）
ご夫婦

主な いちご の栽培品種

章姫（あきひめ）、
紅ほっぺ（べにほっぺ

）

栃乙女（とちおとめ
）、さちの香（さちの

か）

やよいひめ　など

“ かがやけ ” みらい　５号（5） “ かがやけ ” みらい　５号（4）

　山梨県甲府市小曲町で観光農園「ストロベリーファーム石原」を経営する石原
さんご夫婦は息子さんと家族３人で農業を営んでいます。イチゴや水稲、なす、
トウモロコシなどを栽培し、共選出荷やＪＡ山梨みらい農産物直売所「穫れたて
Ｌａｎｄ山城」に出荷しています。
　会社員だった勉さんが、孝子さんの両親が経営していた農園を引き継ぎ、就農
を始めます。農業を始めて30年たった今は、息子さんも農業を始め、「より一層
気合が入りました。」と話してくれました。
　手作りのＰＯＰや息子さんの顔を使ったパッケージなど、よりお客様の目を引
くような工夫をしています。「おいしいと言ってくれるお客様の声がとても励み
になります。」と勉さん。今では、石原さんの作った農産物を求めて直売所を訪
れるファンの方もいます。
　山梨県認定のエコファーマーとして、「太陽と大地の恵み」をモットーに使う
農薬は必要最低限に抑え、安心して食べられるイチゴを生産しています。
　孝子さんは「農業のことでケンカをしてしまうこともあるが、頼りになる勉さ
んを信じてついて行っています。」と笑顔で話していました。

甲
府
地
区
野
菜
部

生
産
者
大
会

す
ず
ら
ん
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

甲
府
市
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

に
て
甲
府
地
区
野
菜
部
生
産
者

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
府
地
区
で
野
菜
を
生
産
し
て
い
る
農
家

さ
ん
が
集
ま
り
、
２
０
１
９
年
の
気
象
経
過

生
育
状
況
・
販
売
経
過
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
優
秀
農
業
者
表
彰
も
行
わ
れ
、
栽
培

技
術
最
優
秀
賞
に
は
二
川
の
小
林	

哲
さ
ん
、

選
果
・
選
別
最
優
秀
者
に
は
山
城
の
石
原	

慶

一
さ
ん
が
選
ば
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
に
向
け
た
栽

培
の
注
意
点
等
の
講
習
も
行
わ
れ
、
来
年
度

へ
の
意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
助
け
合
い
組
織

「
す
ず
ら
ん
の
会
」
が
市
川
支
店
２

階
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し

た
。「
い
い
じ
ゃ
ん
い
ち
か
わ
」
の

合
唱
か
ら
始
ま
り
、
Ｊ
Ａ
山
梨
厚
生

連
の
講
師
に
よ
る
椅
子
に
座
っ
た
ま

ま
で
き
る
健
康
体
操
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
の
姿
で
参
加
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
、
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
を
食
べ
、
と
て
も
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
八
代
郡
・
南
巨
摩
郡
の
幼

稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
の
全
54
ヶ
所
へ
Ｊ
Ａ
山
梨

み
ら
い
特
産
の
南
部
茶
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
鰍
沢
中
学
校
へ
は

望
月
常
務
が
訪
れ
、
生
徒
へ
直

接
手
渡
し
ま
し
た
。

果
樹
農
産
物
セ
ミ
ナ
ー

12/12

ぶ
ど
う
剪
定
講
習
会

　

笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
高
品
質

果
樹
・
野
菜
の
生
産
、
農
業
経
営
の

近
代
化
を
図
る
た
め
に
、
全
農
や
ま

な
し
に
よ
り
「
第
23
回
果
樹
農
作
物
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
優
秀
農
家
の
表
彰
に
よ
る

生
産
意
欲
の
高
揚
と
、
優
秀
事
例
の
紹
介
に
よ
る

波
及
効
果
を
図
り
、
本
県
果
樹
・
野
菜
生
産
の
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
か
ら
は
、
も
も
（
川
中
島
白

桃
・
紅
錦
香
）
の
部
で
、
西
八
代
地
区
の
長
田	

一

夫
さ
ん
が
県
下
果
樹
園
芸
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

鰍
沢
中
学
校
へ

お
茶
を
贈
呈

12/11

12/26

１/20

児
童
が
育
て
た
お
米

マ
リ
共
和
国
へ

12/６

12/19

甲
府
市
山
城
小
学
校
の
５
年
生
１
６
０

人
が
育
て
た
お
米
１
５
０
㌔
を
、
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
活
動
と
し
て
マ
リ
共
和
国
に
送

る
発
送
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
「
食
と
み

ど
り
・
水
を
守
る
山
城
地
区
市
民
会
議
」
と
Ｊ
Ａ
山
梨

み
ら
い
、
山
城
小
学
校
が
連
携
し
毎
年
行
わ
れ
て
い

て
、
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
は
児
童
が
、

飢
餓
に
苦
し
む
人
た

ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
い
た
シ
ー
ル
を

お
米
の
入
っ
た
袋
に

心
を
込
め
て
貼
り
、

マ
リ
共
和
国
へ
発
送

さ
れ
ま
し
た
。
お
米

を
育
て
た
生
徒
の
一

人
は
「
マ
リ
共
和
国

の
人
に
、
日
本
の
お

い
し
い
お
米
を
笑
顔

で
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

敷
島
・
竜
王
地
区
の
生
産
者
の

圃
場
に
て
、
農
務
事
務
所
の
講
師

に
よ
る
、
ぶ
ど
う
の
剪
定
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
樹
木
に
見

合
っ
た
適
正
な
整
枝
・
剪
定
な
ど
、
実
践
的
な
指

導
が
行
わ
れ
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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① e-Tax による申告（電子申告）
▶	e-Tax とは？
申告などの国税に関する各種手続きについて、インターネットを利用し
て電子的に手続きが行えるシステムです。

▶	改正後、65万円の青色申告特別控除を受けるためには？
自宅などのパソコンから、e-Tax で確定申告・青色申告決算書のデータ
提出（送信）が必要です。
※	ご利用前に、パソコンが e-Tax の推奨環境を満たしているかご確認くだ
さい。

※	税務署のパソコンでは、青色申告決算書などのデータを e-Tax で送信す
ることができないため、65万円の青色申告特別控除は受けられません。

②電子帳簿保存
▶ 電子帳簿保存とは？
一定の要件の下で帳簿を電子データのままで保存できる制度です。
帳簿の備付けを開始する日の３か月前の日までに税務署へ申請書の提出
が必要です。

▶ 改正後、65万円の青色申告特別控除を受けるためには？
その年中の事業に係る仕訳帳及び総勘定元帳について、税務署長の承認
を受けて電磁的記録による備付け及び保存を行う必要があります。

令和２年分の所得税確定申告から

の適用要件が変わります
65万円の青色申告特別控除

平成30年度税制改正での主な変更点は、次のとおりです。

※以上の改正は、令和２年分以後の所得税について適用されます。

【改正前】

青色申告	▶特別控除

基礎控除	▶
【改正１】 【改正２】

個人の方の所得税について
　●	青色申告特別控除額が変わります。（現行	65万円	⇒	改正後	55万円）
　●	基礎控除額が変わります。　　　　	（現行	38万円	⇒	改正後	48万円）

「（改正後）55万円の青色申告特別控除」の適用要件に加えて
　●	e-Tax による申告（電子申告） 又は 電子帳簿保存 を行うと、

引き続き65万円の青色申告特別控除が受けられます。

65万円の青色申告特別控除を受けるための要件

ご不明な点はお近くの税務署へお問合せください。

改 正

１
改 正

２

●	10万円の青色申告特別控除
の改正はありませんので、こ
れまでと同様となります。

●	改正２の適用を受けるための
要件は以下の通りとなります

時	期 令和元年分確定申告まで 令和２年分確定申告から

65万円の青色申告
特別控除の要件

（１）正規の簿記の原則で記帳（複式簿記）
（２）申告書に貸借対照表と損益計算書などを添付
（３）期限内申告 ｝左記要件＋

38万円

65万円 55万円 65万円

48万円 48万円

合計103万円
合計113万円

令和２年分に限っては、
令和２年９月30日までに承認申請書を
提出し、同年中に承認を受けて、同年
12月31日までの間に、仕訳帳及び勘定
元帳の電磁的記録による備付け及び保存
を行うことで、65万円の青色申告特別
控除を受けることができます。

① マイナンバーカードを取得
② IC カードリーダライタ又はスマート

フォンを用意
※	マイナンバーカードの読み取りに対応したICカー
ドリーダ又はスマートフォンが必要となります。

③ 国税庁ホームページの「確定申告書等作
成コーナー」へ
確定申告書・青色申告決算書等のデータを作成し、
送信します。

e-Tax 利用の流れ

① e-Tax による申告（電子申告）
　　　又は
② 電子帳簿保存

更に

市川女性部がお正月料理の講習会を行いました。厚生連の講師の
指導の下、４品を作りました。参加者には「チャーシュー風　す
りりんごポークソテー」がとても好評でした。

敷島女性部がフラワーアレンジメント教室を行いました。講師の
指導の下、参加者は個性豊かなお正月の生け花を完成させました。

高田女性部がクリスマス会を行いました。市川三郷町食生活改善
推進委員会による減塩料理が振る舞われたほか、サンタの仮装を
した JA職員が参加者にプレゼントを配りました。

さわやか大学の閉校式が行われました。卒業者には修了証書・記
念品が贈られ、46人の会員の方が卒業しました。

　そのほか、各支部で味噌づくりやしめ縄作り、新年互礼会などが行われました。

　JA山梨みらい女性部は、平成31年２月に４つの農協（西八代、ふじかわ、中巨摩東部、甲府市）の合併
によって、誕生しました。
　現在部員数は、1,318名と県下で最も部員の多い女性部です。
　22の支部があり、それぞれが暮らしに役立つ楽しい活動を活発に行っています。

Ｑ 女性部ってどんな活動をしているの？
Ａ	 JA をよりどころとして、明るく豊かな生活を送るため、健康教室、手芸教
室、料理教室、農業セミナー、食の安全・安心に関する研修会、地域のイベ
ントに参加するなど、様々な活動をおこなっています。

Ｑ 家が農家じゃなくても大丈夫？
Ａ	 もちろん、大丈夫です！	組合員の家族や地域にお住まいの女性であれば、ど
なたでも参加できます。

Ｑ どうしたら女性部に加入できるの？
Ａ	 興味のある方は、ぜひ最寄りの支店（女性部事務局）までご連絡ください。
ご案内させていただきます。

Ｑ さわやか大学ってなに？
Ａ	 女性部部員に限らず参加でき、女性の地位向上、生活、健康、人とのつなが
りを目的に年８回ほど、各講師による体験授業を行っています。本年度も学
生募集をこれから行います。
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果 樹

人工受粉による生産安定
　人口受粉は、満開期を中心に午前10時（スモモは
午前８時）頃より午後３時頃にかけて晴天、温暖な
かぜの少ない日に実施しましょう。（開花初めから柱

頭が変色するまでの間は受精能力があります。）
　開花期が天候不順な場合は、さらに回数を多くし
て丁寧に受粉しましょう。

モモせん孔細菌病対策
　春から生育期の防除対策（開花前～幼果期）について
　せん孔細菌病は、年間を通じた防除対策が必要です。
特に潜伏越冬した細菌が、開花期前後から発病し始
めますので対策を徹底して下さい。
１　耕種的防除　～摘蕾 (花）、摘果時の注意点～
・	開花期前後から芽枯れ枝や春型枝病斑などの枝が

見られるので、見つけ次第、剪除する。切除した
病斑枝は、放置せず処分する。（葉や幼果に感染す
る前の初期の剪除が重要）

・	風雨で感染が拡大するので、剪除は雨が降る前に
行う。樹冠上部に発生した枝を残すと、樹全体に
感染が拡大する恐れがあるので注意する。

スイートコーン
１　もろこしにおける融雪対策資材
◆具体的な施用事例 (もみ殻燻炭 )　

　【全面散布の場合】
・	もみ殻くんたん　100ℓ袋（約25kg）で６袋
／ 10ａ当たり施用

　【畦部分散布の場合】
　　・	 ３～４袋／ 10a当たり施用
　【通路部分散布の場合】
　　・	 １～２袋／ 10a当たり施用

２　早出しスイートコーンの低温障害を
　　軽減するためのトンネル管理技術
【無加温ハウス栽培】
１）	２月上旬の播種期から約３週間、本葉が５枚に

なるまでハウス内のトンネルを換気なしで被覆
し、以降全開とすることで、分げつの発生はト
ンネルをそのまま被覆した場合と比べて２本／
株と増加する。

	 同管理により、低温による障害を受けた場合で
も、収穫時の雌穂重を十分確保でき、先端不稔
を最小限に抑えることができる。また、トンネ
ルの開放程度が大きいほど分げつの発生本数は
増加する。

２）ハウス内のトンネルを全開しても最高温度は約
30℃を確保でき、最低温度は被覆した場合と大
差ない。

【一重トンネル栽培】
１）３月上旬の播種期から約３週間、本葉が５枚に

なるまでトンネルを換気なしで被覆し、３月下
旬以降４ｍ間隔の千鳥で部分開放することで、
朝夕開閉した場合と同様に約２本 /株の分げつ
を発生させることができる。

	 同管理で、低温障害を受けた場合でも、収穫時
の雌穂重を十分確保でき先端不稔を最小限に抑
えられる。

２）トンネルの開放程度が大きすぎると最低温度に
影響ないが最高温度が不足し、雌穂重や先端不
稔がやや劣ってしまう。

３　凍霜害対策
①凍霜害発生の危険温度になることが見込まれた
場合に限り燃焼法を用いる。
②「シモコン」は空き缶に燃料を入れる燃焼法
③燃料は煙の少ない灯油を使用する
④10ａ当たり30カ所程度設置
⑤１℃前後になったら燃焼を始める
⑥気温が上昇し危険の去った時点で消火できるよ
うに燃料の量を調整する
※燃焼法での注意点は、古タイヤ、廃油、チップ
等のバイ煙が多量に発生する資材は法律や条例
で禁止されており、燃やさない。
※万が一凍霜害に遭ってしまっても、ステージに
よってはリカバリーも可能。また、葉が被害を
受けることを考慮し、被害時に尿素液肥２㎏／
10ａ相当量をマルチ穴に施用する。
	 雄穂まで損傷を受けているような凍害では、尿
素液肥を施用しても通常年の雌穂重を得ること
は難しい。

野 菜

遠赤外線効果で融雪効果バツグン！

時期 防除薬剤 (100㍑当たり薬量） 散布量 注意点

花弁が見え始める頃まで
（３月中下旬）

IC ボルドー 412 30 倍（3.3kg）
又は　4-12 式ボルドー液

400㍑／
10ａ

・	住宅隣接園では、ムッシュボルドー
DF500 倍 (200g）を用いる。

※ネクタリンでは、ICボルドー 412かムッシュボルドーを用いる。
満開直後
（４月中旬）

アグレプト液剤、水和剤
1,000 倍 (100cc､ g）

400㍑／
10ａ

・	アグレプト剤は無核果を生ずるため隣接
のぶどうにかからないように注意する。
　また、おうとうの隣接園では用いない。
	 その他の果樹も飛散に注意する。
・	低温、曇雨天が続く場合は追加防除 ( 下

記参照）を行う ( 但し、収穫前日数には
注意する）。

・ 病斑部（葉・幼果・枝）は伝染源となる
ので見つけしだい除去し、ほ場外へ持ち
出す。

アグレプト液剤・水和剤　1000 倍
　　　　　　　　　　　　2回／ 60日前迄
マイコシールド　1500 倍	5 回／ 21日前迄
バリバシン液剤　		500 倍	4 回／ 7日前

落花期
（４月中旬～下旬）

灰星病・うどんこ病防除剤
加用モスピラン顆粒水溶剤
2,000 倍 (50g)（展着剤） 400㍑／

10ａ（日川白鳳までの品種）　　マイコシールド　1,500 倍（66g）
（日川白鳳より遅い品種）　アグレプト液剤、水和剤　1,000 倍

(100cc､ g）

がく割れ後
（５月上旬）

灰星病・うどんこ病防除剤
加用モベントフロアブル 2,000 倍 (50g)
※モベントフロアブルは他の薬剤より先に
希釈またはアプロードエースフロアブル
	 1,000 倍 (100g)　（展着剤）

500㍑／
10ａ

　( 全品種）　マイコシールド 1,500 倍（66g）

幼果期
（５月中旬～下旬）

黒星病防除剤
加用カスケード乳剤
3,000 倍 (33g)	　（展着剤）

500㍑／
10ａ

　( 晩生種のみ）　マイコシールド　1,500 倍（66g）

■モモ・スモモ・オウトウの場合
（開花1～ 2日前）
採集中、摘んだ花は畑の日陰にて管理する。
また、ムレないように浅箱を使用する。

■カキの場合

▲採集する花は風船状にふくらんだ開花直前の
ものを摘む。
モモは開花2日前～開花直後のものを摘む。
モモ・ハリウッドの場合は開花1～ 2日前のもの
を摘む。

◀受粉樹（禅寺丸など）の開花直前のものを摘む。

※モモ・スモモ・オウトウの貯蔵花粉を湿度90％の多湿条件で順化させると、2時間程度の短時間で高い発芽率が得られる。多湿条
件で順化した花粉を用いて人工受粉すると結実が向上する。（詳しくは、JA営農指導員の指導を受けて下さい。）

採取した花は、花弁を割り、葯をとり出してロール紙の
上にうすく広げ、20 ～ 25℃で半日～ 1日乾燥させて開
葯し、受粉に用いる。

▲	採葯器の利用
	 一握り5～ 6秒
※	花びらに湿気のあるものは乾
かしてから行う。

●	開葯器内の温度はモモ20 ～ 23℃、スモ
モ・オウトウは18～20℃を厳守する。（時
間をかけて開葯する方が発芽が良い。）

●葯量が少なく開葯器内が過乾燥になる場合
は皿に水をはり設置する。

●開葯直後使用しないものは、小分けにして
密封し冷蔵庫に保管する。

葯をうすくひろげる。

ロール紙（花粉が付着
しないような紙）

直射日光のあたらない20～23℃の場所に1～2日置く。

雄花

開花直前

雌花

開葯器を用いる場合

自然開葯の場合

▲	フルイを利用して花糸な
どを取り除く。

花粉の採集手順

採葯

浅箱

開葯



　

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い 

職
員
配
置
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
２
月
1
日
現
在

本　

店

　

参
事　
清
水
篤
美

　

参
与　
大
森
智
仁
（
全
農
）

 

　
（
嘱
）
岡
本
昭
二

◎
監
事
室

室
長　

名
執
修
巳　

◇
監
事
課
・
内
部
監
査
室　

課
長　

長
田
久
弥

係
長　

北
條　

仁

係
長　

佐
野
浩
司

　
◎
内
部
監
査
室

室
長　

（
兼
）
名
執
修
巳

◇
監
事
課
・
内
部
監
査
室　

（
兼
）
課
長　

長
田
久
弥

（
兼
）
係
長　

北
條　

仁

（
兼
）
係
長　

佐
野
浩
司

◎
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
部

部
長　

村
松
宏
記

次
長　

北
原　

孝

◇
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
課

（
兼
）
課
長　

北
原　

孝

係
長　

小
池
正
隆

◇
審
査
課

（
兼
）
課
長　

北
原　

孝

課
長
代
理　

望
月
勝
久　

係
長　

保
坂
伸
治

◎
総
務
部	

部
長　

市
川
房
雄

次
長　

穴
水
広
直
（
中
央
会
）

◇
組
織
広
報
課

課
長　

服
部　

司

主
任　

斉
田
美
幸

秋
山
卓
也

◇
総
務
課

課
長　

遠
藤
秀
敏

係
長　

篠
原
雅
和

主
任　

樋
口
祥
雄

田
中　

唯

（
パ
）
メ
ー
ル
担
当　

小
池

英
文

出
向
：
係
長　

伊
藤
義
朗

（
中
央
会
）

主
任　

齊
藤
晃
一（
中
央
会
）

休
職
：
佐
野
有
美
、
依
田
真
衣
、

滝
川　

愛
、
立
花
邦
依
、

竹
野
理
奈
、
須
﨑
晴
香
、

長
谷
部
麻
帆
、
主
任	

松
岡
祥
子
、
主
任	

依

田　

舞
、
内
藤
麻
奈

美
、
村
野　

聖
、
赤

尾
千
尋
、
岩
間
梨
紗

◇
人
事
教
育
課

課
長　

村
松
賢
一

係
長　

白
須
俊
聡

主
任　

小
林
美
紗
子

主
任　

河
西　

翼

◎
企
画
管
理
部

部
長　

志
村　

仁

次
長　

岩
澤　

泰

◇
企
画
管
理
課

課
長　

高
野
睦
雄

係
長　

米
山
智
博

係
長　

田
中　

毅

◇
情
報
シ
ス
テ
ム
課

課
長　

中
村
光
宏

係
長　

芦
沢　

健

主
任　

齋
藤
秀
一
郎

◎
信
用
部

部
長　

坂
本　

康

次
長　

佐
藤
久
延

次
長　

小
尾　

浩
（
信
連
）

◇
貯
金
為
替
課

課
長　

藤
巻
啓
治

課
長
代
理　

酒
井
佳
世

係
長　

樋
口
貴
志

主
任　

上
山　

泉

溝
口
幸
子
、
齋
藤
は
る
香
、

石
部
初
江

〈
市
川
三
郷
事
務
所
〉

課
長　

望
月
誠
司

（
兼
）課
長
代
理　

酒
井
佳
世

小
林
真
実
子
、
保
坂
結
衣
、

後
藤
理
奈
、
齋
藤
菜
々

◇
運
用
管
理
課

（
兼
）
課
長　

佐
藤
久
延

係
長　

上
田
克
樹

渡
辺　

信

◇
融
資
・
債
権
管
理
課

課
長　

飯
野
俊
行

係
長　

宮
澤　

崇

主
任　

竹
川
寛
樹

◎
事
業
推
進
部

部
長　

渡
部
守
太

次
長　

金
丸　

修

次
長　

樋
口
勇
三（
ト
レ
ー
ナ
ー
）

五
味
利
仁

◇
企
画
推
進
課

課
長
代
理　

角
田　

保

（
ト
レ
ー
ナ
ー
）

係
長　

片
桐
拓
哉（
ト
レ
ー
ナ
ー
）

主
任　

澤
田　

隆（
ト
レ
ー
ナ
ー
）

◇
融
資
推
進
課

（
兼
）
課
長　

金
丸　

修

係
長　

小
澤　

徹

係
長　

岸
本
一
樹

◎
共
済
部

部
長　

遠
藤　

智

次
長　

金
丸　

聡
（
全
共
連
）

次
長　

武
藤
長
寿
（
全
共
連
）

◇
事
務
保
全
課

課
長　

小
林　

真

係
長　

佐
野
宏
行

係
長　

倉
金　

潤

係
長　

渡
邊
宏
幸

係
長　

太
田　

薫

市
川
か
を
り
、
長
田
真
歩
、

小
林
あ
や
の
、
原
沙
央
里
、

（
嘱
）
吉
岡
か
お
る

◇
事
故
相
談
課

課
長　

藤
澤
正
也

〈
西
八
代
・
ふ
じ
か
わ
北

（
旧
西
八
代
本
店
）〉

係
長　

水
野
秀
康

係
長　

手
塚
洋
介

石
原
大
地

〈
ふ
じ
か
わ
南
（
栄
支
店
）〉

主
任　

柿
島
英
也

赤
志
佳
士

〈
甲
府
・
中
巨
摩
東
部
（
本

店
）〉係長　

下
山
貴
司

磯
部
裕
二
、一
場
友
里
花
、

初
鹿
敏
一
（
パ
）
望
月　

誠

◎
経
済
部

部
長　

浅
川　

勇

次
長　

田
中
誠
司

次
長　

望
月
由
敬
（
全
農
）

◇
生
活
購
買
課	

課
長　

小
池
正
敏

課
長
代
理　

塩
沢　

浩

課
長
代
理　

齋
藤　

真

課
長
代
理　

石
原
裕
史

主
任　

茂
手
木
志
保

◇
生
産
資
材
課

（
兼
）
課
長　

田
中
誠
司

（
兼
）
課
長
代
理　

塩
沢　

浩

（
兼
）
課
長
代
理　

齋
藤
真

（
兼
）
課
長
代
理　

石
原
裕
史

（
兼
）
茂
手
木
志
保

◇
福
祉
課

（
兼
）
課
長　

田
中
誠
司

◎
営
農
販
売
部

部
長　

網
倉
正
己

次
長　

西
海
定
博

◇
営
農
指
導
課	

課
長　

米
山
武
仁

係
長　

村
松
ま
ゆ
み

女
性
部
担
当　

矢
㟢
祐
子

三
森
成
己

◇
販
売
課

課
長　

青
柳
栄
一

係
長　

小
澤
美
加

主
任　

高
橋　

寛

主
任　

佐
野
健
一

武
川　

悠
、（
嘱
）細
田
さ
と
美

◇
直
販
課

（
兼
）
課
長　

西
海
定
博

◎
市
川
三
郷
事
務
所

◇
信
用
部　

貯
金
為
替
課

課
長　

望
月
誠
司

（
兼
）
課
長
代
理　

酒
井
佳
世

小
林
真
実
子
、
保
坂
結
衣
、

後
藤
理
奈
、
齋
藤
菜
々

◇
共
済
部　

事
故
相
談
課

係
長　

水
野
秀
康

係
長　

手
塚
洋
介

石
原
大
地

◇
事
業
推
進
部　

（
兼
）
次
長　

樋
口
勇
三

（
兼
）
課
長
代
理　

角
田　

保

（
兼
）
係
長　

片
桐
拓
哉

（
兼
）
主
任　

澤
田　

隆

支
店
等

◎
市
川
支
店

高
田
ふ
れ
あ
い
店

大
同
ふ
れ
あ
い
店

支
店
長　

深
沢
和
彦

支
店
長
代
理　

小
澤
敏
彦

支
店
長
代
理
（
複
合
渉
外
）　

小
林
智
一

支
店
係
長　

町
田
文
子

支
店
主
任　

金
井
さ
ゆ
り

支
店
主
任　

赤
池
あ
ゆ
美

野
村
沙
織
、
鈴
木
大
智
、
笠
井

　

優
、
望
月
香
那
、
井
上
真

帆
、（
パ
）
渡
邉
和
美
、（
パ
）

片
桐
一
美
、（
パ
）
相
田
理
絵

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

丹
沢　

寛

支
店
係
長　

一
瀬
吉
大

支
店
主
任　

遠
藤
玲
児

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

小
林
加
奈
、
日
向　

真

○
融
資
担
当

支
店
長
代
理　

古
屋
雅
志

支
店
係
長　

望
月
貴
純

（
嘱
）
服
部　

勝

◎
上
野
支
店

　

上
九
一
色
ふ
れ
あ
い
店

支
店
長　

諏
訪
卓
也

支
店
長
代
理
（
複
合
渉
外
）
土

屋
隆
二

支
店
長
代
理　

蛭
川
好
美

支
店
係
長　

丹
澤
栄
樹

豊
川　

彩
、
渡
邊
瑞
穂
、（
嘱
）

一
瀬　

登
、（
パ
）
佐
野
良
美
、

（
パ
）
石
原
千
恵
美
、（
パ
）
青

栁
美
穂
子

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

小
林
秀
幸

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

支
店
主
任　

佐
野
康
介

一
瀬
雅
也
、
渡
辺
友
輝

◎
六
郷
支
店

　

下
部
ふ
れ
あ
い
店

支
店
長　

上
田
照
也

支
店
長
代
理　

伊
東　

聡

支
店
長
代
理　

一
瀬
宏
行

支
店
主
任　

川
口　

彩

岸
本
厚
子
、
望
月
春
香
、
齋
藤

真
穂
、
一
瀬
有
紗
、
渡
邉
菜
々

子
、（
パ
）
小
山
丁
子

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

岸
本
智
成

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

支
店
係
長　

遠
藤
茂
樹

支
店
係
長　

米
村
健
太

支
店
主
任　

高
野
翔
太

内
藤　

聡
、
望
月
琢
也

◎
増
穂
支
店

支
店
長　

依
田
千
里

支
店
長
代
理　

小
池
春
美

支
店
係
長　

山
田
麻
紀
子

支
店
主
任　

太
田
ゆ
か
り

渡
邉
あ
ず
さ
、
秋
山
珠
梨
、
市
川

順
子
、（
パ
）
中
込
麻
衣
子
、（
パ
）

望
月
ち
ま
き

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

渡
邉
和
哉

小
澤　

秀
（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）、

今
福
庸
平
、
依
田
和
大

◎
青
柳
支
店

支
店
長　

深
澤
浩
明

支
店
長
代
理　

大
久
保
栄

支
店
長
代
理
（
複
合
渉
外
）　

瀧
澤
松
吾

支
店
係
長　

神
田　

実

支
店
主
任　

板
倉
千
賀
子

樋
口
令
子
、
福
田
珠
美
、
志
村

一
美
、
長
沢　

翠
、
齋
藤
智
奈

美
、（
パ
）
齊
藤
米
子

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

齋
藤
賢
次

支
店
主
任　

渡
邉
た
か
し
（
渉

外
リ
ー
ダ
ー
）

秋
山
由
美
子

◎
鰍
沢
支
店

支
店
長　

岩
間
重
樹

支
店
長
代
理　

依
田
ミ
キ

芦
澤
智
美
、
中
村
歩
美
、
笹
井

香
蓮
、（
パ
）
望
月
秋
子
、（
パ
）	

河
西
香
月

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

森
田
武
彦
（
渉
外

リ
ー
ダ
ー
）

支
店
主
任　

諏
訪
正
基

◎
中
富
支
店

支
店
長　

佐
野
哲
哉

支
店
長
代
理　

遠
藤
め
ぐ
み

支
店
係
長　

瀧
澤
藤
華

三
枝　

裕
、
横
内
知
保
、
丹
澤

愛
理
、遠
藤
一
彦
、小
林
未
緒
、

（
嘱
）
古
屋
美
智
代
、
遠
藤
一

彦
、（
パ
）川
崎
美
香
（
パ
）
深

澤
な
か
子

○
複
合
渉
外

加
賀
美
恵
美
子
、
深
澤
琢
磨

◎
身
延
支
店

支
店
長　

千
須
和
健
一

支
店
長
代
理　

矢
崎
博
之

支
店
長
代
理　

伊
藤
裕
貴
智

支
店
係
長　

遠
藤
る
み

支
店
主
任　

深
沢
基
秀

深
澤
あ
ゆ
み
、
依
田
悠
佳
、
宝

示　

蒔
、
諏
訪
雅
仁
、
遠
藤
萌

恵
、（
パ
）
松
村
若
葉
（
パ
）
千

頭
和
理
恵
、（
パ
）
小
倉
淳
子

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

小
松　

健

支
店
主
任　

渡
邉
耕
二
（
渉
外

リ
ー
ダ
ー
）

大
野
寿
紀

◎
栄
支
店

支
店
長　

横
山
聡
彦

支
店
長
代
理　

内
田
聖
嗣

支
店
長
代
理
（
複
合
渉
外
）

佐
々
木
竜
二

山
本
水
無
美
、
四
條
英
美
、
井

上
孝
貴
、
佐
野
ま
り
や
、
望
月

勇
平
、（
嘱
）
北
澤
淳
子
、（
パ
）

原
野
茂
美

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

伊
藤
和
洋
（
渉
外

リ
ー
ダ
ー
）

○
融
資
担
当

支
店
係
長　

望
月
直
樹

支
店
主
任　

望
月
政
成

◎
南
部
支
店

支
店
長　

小
笠
原
一
憲

支
店
長
代
理　

大
森
一
二
三

篠
原　

誠
、
久
保
美
恵
子
、
瀧
井

　

団
、
大
原　

真
、
田
村
千
広

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

千
須
和
ま
ゆ
み

小
林
智
樹
、
小
泉
建
人

◎
富
沢
支
店

支
店
長　

望
月
雅
晴

支
店
長
代
理　

久
保
田
智
恵
美

支
店
主
任　

片
田
美
栄
子

小
泉
匠
矢
、
望
月
貴
斗
、
稲
葉

三
男
、（
嘱
）佐
野
多
喜
子
、（
嘱
）

望
月
澄
子
、（
パ
）田
中
香
織
、

（
パ
）
渡
辺
典
子
、（
パ
）
望
月

く
に
子
、（
パ
）小
池
金
子

○
複
合
渉
外

望
月
清
貴
、
望
月　

優
、（
嘱
）

佐
野
喜
美
子

◎
竜
王
支
店

支
店
長　

伊
藤
勝
美

支
店
長
代
理　

青
柳
留
美

支
店
長
代
理　

石
井
真
由
美

齋
藤　

香
、
渡
邊
み
さ
、
白
神

冴
子
、
丸
山
璃
奈
、
芹
澤　

航
、
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相
川
ま
ゆ
み
、
岩
澤
康
太
（
営

農
指
導
）、（
嘱
）
太
田
孝
尋
、

（
パ
）
有
泉
眞
知
子

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

佐
野
俊
二

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

支
店
主
任　

長
沼　

司

新
津　

裕

◎
玉
幡
支
店

支
店
長　

中
田
清
美

支
店
長
代
理　

飯
野
正
幸

支
店
主
任　

深
澤
健
吾

長
澤
彩
、
五
味
愛
実
、
鈴
木
み

ず
き
、
河
阪
美
怜
、（
嘱
）
小
林

治
久

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

原　

雅
喜

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

塩
田
佑
樹
、
高
橋
忠
勝

◎
敷
島
支
店

支
店
長　

望
月　

学

支
店
長
代
理　

八
巻
久
美
子

支
店
主
任　

土
屋
美
紀

支
店
主
任　

小
泉
奈
央
子

白
神
元
気
、
鎌
田
明
日
香
、
市

川
美
咲

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

田
中
千
明

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

河
西
柾
太
郎
、
飯
窪
美
樹

◎
玉
穂
支
店

支
店
長　

中
村　

進

支
店
長
代
理　

渡
邉
百
合
子

飯
島
佳
子
、
芦
沢
あ
ゆ
み
、
内

藤
美
緒
、
天
野
奈
己
、
金
丸
智

生
、
小
林　

司
、
今
井
優
花
、

赤
池
聡
司
、
萩
原
祐
紀
（
営
農

指
導
）、（
パ
）
橋
戸
秀
則
、（
パ
）

森
泉
明
美

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

望
月
孝
浩

支
店
主
任　

花
輪
雅
子

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

島
田
裕
基

◎
昭
和
支
店

支
店
長　

山
本
和
子

支
店
長
代
理　

川
口　

功

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

支
店
長
代
理　

深
澤
英
輝

望
月
淑
江
、
川
名
里
美
、
笠
井

恵
、
雨
宮
真
紀
、
保
坂
有
紀
、

坂
田
浩
紀
、（
パ
）
近
藤
真
由
美

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

川
口　

敬

石
原
佑
人

◎
田
富
支
店

支
店
長　

新
谷　

修

支
店
長
代
理　

堀
之
内
雅
也

支
店
主
任　

加
藤
和
也

植
野
麻
理
子
、
山
本
友
里
、
金

丸
あ
き
み
、
栁
本
有
紀

○
複
合
渉
外

小
林
達
哉
、
伊
藤　

翔
、（
嘱
）

柿
嶋
文
江
（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

◎
山
城
支
店　

支
店
長　

楠
間　

亘

支
店
長
代
理　

市
村
竜
太
郎

支
店
長
代
理　

宮
川
卓
士

樋
口
幸
子
、
小
松
美
紀
、
山
本

理
佳
、
望
月　

綾
、
土
橋
裕
希

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

山
本
琢
也
（
渉
外

リ
ー
ダ
ー
）

支
店
主
任　

磯
部　

潔

河
野
弘
明
、
京
嶋
宏
晃
、
浅
川

昭
平

◎
大
鎌
田
支
店

支
店
長　

米
倉
利
次

支
店
長
代
理　

末
木
幸
子

支
店
係
長　

前
橋　

圭

支
店
主
任　

中
込
亜
佐
弥

堀
内
佐
季
、
磯
野
有
希

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

髙
橋
勝
也

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

支
店
主
任　

小
林　

誠

支
店
主
任　

深
井
雄
也

橘
田
一
輝

◎
玉
諸
支
店

支
店
長　

清
水
道
生

支
店
長
代
理　

込
山　

裕

支
店
長
代
理　

松
木
一
幸

（
営
農
指
導
）

支
店
係
長　

桝
永
裕
子

前
田
祐
里
、
清
水
裕
紀
（
営
農

指
導
）、
水
上
美
晴
、
石
原
百
合

子
、
勝
田
真
帆

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

渡
辺
友
章

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

支
店
主
任　

飯
窪
健
志

井
出
将
弘
、
小
松　

潤

◎
千
塚
支
店　

支
店
長　

長
田
直
樹

支
店
長
代
理　

原　

淳
也

支
店
主
任　

金
丸
幸
子

前
島
梨
沙
、
雨
宮
里
佳
、
赤
根

佳
奈
、（
嘱
）
小
宮
山
弥
生

○
複
合
渉
外

支
店
係
長　

花
輪
貴
也

（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

支
店
主
任　

内
藤
将
智

横
森
大
輔
、
若
宮　

健

◎
ア
ル
プ
ス
通
り
支
店

支
店
長　

深
沢
孝
文

支
店
長
代
理　

大
代
明
美

支
店
長
代
理　

井
上
哲
也

支
店
係
長　

丸
山　

宰

支
店
主
任　

石
川
文
江

支
店
主
任　

塩
澤
由
香
里

小
林
美
緒
、
穂
坂
沙
織
、
渡
邉

優
紀
、
瀬
田
綾
音

○
複
合
渉
外

支
店
主
任　

近
藤
孝
吏
（
渉
外

リ
ー
ダ
ー
）

支
店
主
任　

上
原
裕
樹

支
店
主
任　

山
口
孝
太

橋
本
浩
輝
、
芳
賀
大
貴
、
三
木

啓
至

○
融
資
担
当

支
店
長
代
理　

樋
口
智
広

支
店
主
任　

遠
藤
景
太

保
坂
祐
太
、
名
取
健
一

セ
ン
タ
ー
・
拠
点

◎
市
川
三
郷
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

遠
藤
好
彦

係
長　

金
丸　

隆

係
長　

渡
邉
久
洋

主
任　

芦
沢
正
幸

主
任　

酒
井
勇
次

日
向
ゆ
り
か
、
久
保
圭
史
、（
嘱
）

井
上
哲
夫
、（
嘱
）渡
辺　

誠
、

（
パ
）長
田
香
里
、（
パ
）丹
沢　

隼

　
　
　
　
　
　

◎
大
塚
経
済
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　

小
松
和
義

課
長
代
理　

一
瀬
大
輔
（
営
農

指
導
）

主
任　

村
松
克
哉
（
営
農
指
導
）

主
任　

河
西
志
織

近
藤　

慶
、
米
村
千
穂
、（
パ
）

小
林
輝
光
、（
パ
）近
藤　

蘭
、

◎
久
那
土
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

（
兼
）伊
東　

聡

主
任　

上
田
智
子

（
パ
）
中
沢
美
久
、（
パ
）
後
藤

隆
博

◎
増
穂
経
済
セ
ン
タ
ー　
　

　

セ
ン
タ
ー
長　

大
森
竹
久

課
長
代
理　

阪
本
浩
章

（
営
農
指
導
）

深
澤
多
美
、
青
栁
恵
介
、
小
林

大
軌
、（
嘱
）折
居　

健
、（
嘱
）

秋
山
達
朗
、（
嘱
）
初
鹿
稔
幸
、

（
パ
）齊
藤
万
里
子
、（
パ
）眞
々

田
美
紀
、（
パ
）志
村　

亨
、（
パ
）

長
澤
千
明

◎
栄
経
済
セ
ン
タ
ー　
　
　

セ
ン
タ
ー
長　

原
田
博
幸

係
長　

久
保
田
悦
子

係
長　

飯
島　

透
（
営
農
指
導
）

佐
野　

滋
、
髙
山
祐
樹
、
木
内

　

司
、
新
井
善
博
、
望
月
幸

紀
、（
嘱
）安
武
好
美
、（
嘱
）若

林
孝
雄
、（
パ
）
三
上
博
道

◎
南
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
（
兼
）原
田
博
幸

◎
睦
沢
経
済
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　
（
兼
）望
月　

学

高
野
拓
也
、（
嘱
）
小
宮
山
和

美
、（
パ
）
沢
井　

隆

◎
小
井
川
経
済
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
（
兼
）河
西　

稔

井
上
ま
ゆ
み
、
大
森
顕
治
、
保

坂
満
憲

	
	

	

◎
忍
経
済
セ
ン
タ
ー　
　
　

セ
ン
タ
ー
長　

河
西　

稔

池
亀
栄
美
、
岩
間
春
斗
（
営
農

指
導
）、（
嘱
）
佐
野
美
恵
子
、

（
嘱
）
柿
嶋　

一
、（
嘱
）
志
村

勝
良
、（
パ
）
斉
藤
き
く
美

◎
山
城
経
済
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　

櫻
林
泰
裕

深
澤
勇
太
（
営
農
指
導
）、
千
野

修
平
、（
嘱
）
黒
澤
洋
美
、（
パ
）

萩
原
岳
仁
、（
パ
）
深
澤
昭
二

	
	

	

◎
二
川
経
済
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　

望
月　

潤

（
営
農
指
導
員
）　
　
　
　
　

（
パ
）
角
田
和
彦

	
	

	

◎
甲
運
経
済
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　

三
科
政
義

土
橋
和
弥
（
営
農
指
導
）、
志
田

杏
奈

◎
千
塚
経
済
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　

堀
田
茂
利　

若
泉
健
也
、
山
岡
直
道
、（
嘱
）

長
久
保
弘
、（
嘱
）
丸
山
順
子

◎
榎
Ｓ
Ｓ　
　

セ
ン
タ
ー
長　

島
田
良
治

大
久
保
裕
太
、（
嘱
）
石
川
竜

哉
、（
パ
）
渡
辺　

保
、（
パ
）

深
澤
幸
正
、（
パ
）
宮
川
秀
彦
、

（
パ
）
天
野
和
美

◎
甲
府
ガ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　

井
上
賢
吾

係
長　

中
込
龍
児

主
任　

桑
原
一
誠

保
延
真
也
、
八
木
美
樹

◎
市
川
三
郷
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
遠
藤
好
彦

河
西
美
妃
、
加
藤
靖
和
、（
パ
）

秋
山
修
治

◎
南
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
原
田
博
幸

主
任　

佐
野
智
子

◎
竜
王
機
械
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　

佐
々
木
啓
之

（
パ
）
髙
山
正
廣
、（
パ
）
川
住

千
惠
子

◎
玉
穂
機
械
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　
（
兼
）佐
々
木
啓
之

（
パ
）
本
橋
進
一

◎
玉
穂
育
苗
Ｓ
・
サ
ポ
ー
ト
Ｓ

セ
ン
タ
ー
長　

向
山
淳
也

（
嘱
）
中
込
計
義
、（
兼
）（
パ
）

本
橋
進
一
、（
パ
）
内
田
町
子
、

（
パ
）
田
中
幸
男
、（
パ
）
那
須

野
貴
史
、（
パ
）
乙
黒
広
道
、

◎
南
部
茶
業
セ
ン
タ
ー　
　

セ
ン
タ
ー
長　

志
村
あ
ず
ま

係
長　

四
條
剛
浩

主
任　

小
林
啓
一

松
木
敬
吾
、
佐
野
佑
磨
、（
パ
）

服
部
文
仁
、（
パ
）
木
内
喜
世

美
、（
パ
）
志
村
朋
子

◎
セ
レ
モ
ニ
ー
あ
じ
さ
い
増
穂

セ
ン
タ
ー
長　

保
坂
丈
文

係
長　

土
橋
宏
行

土
橋
竜
也
、
石
坂
亮
介

◎
セ
レ
モ
ニ
ー
あ
じ
さ
い
身
延

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
保
坂
丈
文

（
パ
）
河
西
康
雄
、（
パ
）
若
林

秀
子

	

◎
セ
レ
モ
ニ
ー
あ
じ
さ
い
南
部

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
保
坂
丈
文

丸
山
泰
司
、
佐
々
木
憲
也
、
仲

沢
隼
人
、（
パ
）
諏
訪
純
子
、

（
パ
）
木
内
一
己

◎
セ
レ
モ
ニ
ー
み
ど
り
・

　

な
で
し
こ
甲
府　

セ
ン
タ
ー
長　

飯
塚
武
二

主
任　

松
嶋
裕
二

（
嘱
）
手
塚
一
生
、（
嘱
）
渡
邉

　

徹
、（
嘱
）
渡
邉　

剛

◎
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

　

（
子
会
社
）

セ
ン
タ
ー
長　

一
之
瀬
辰
美

課
長
代
理　

芦
沢
武
司

渡
辺
守
人
、
塩
沢　

恵
、
内
藤

和
人
、（
兼
）（
嘱
）
井
上
哲
夫
、

（
パ
）
望
月
万
寿
美

◎
中
富
直
売
所

セ
ン
タ
ー
長　

深
沢
孝
幸

（
パ
）
佐
野
裕
子
、（
パ
）	

古
屋

イ
サ
子

◎
増
穂
直
売
所

セ
ン
タ
ー
長　
（
兼
）
大
森
竹
久

◎
い
～
な
と
う
ぶ
竜
王

セ
ン
タ
ー
長　

原　

朋
行

（
パ
）
村
松
み
ど
り
、（
パ
）
大

澤
恭
子
、（
パ
）
丸
山
由
三
子
、

（
パ
）
井
上
真
澄
、（
パ
）
三
井

正
文
、（
パ
）
遠
藤
匡
代
、（
パ
）

奥
山
朋
子
、（
パ
）
廣
瀬
は
る

み
、（
パ
）
沼
田
慶
子
、（
パ
）

河
西
洋
一
、（
パ
）
田
中
浩
恵
、

（
パ
）
梶
原
藤
枝
、（
パ
）
長
田

千
秋
、（
パ
）
臼
井
法
子
、（
パ
）

小
泉
佳
純

◎
い
～
な
と
う
ぶ
昭
和

セ
ン
タ
ー
長　

丸
山
高
仁

主
任　

長
田　

勲

土
志
田
豊
、（
パ
）
笹
之
池
和

江
、（
パ
）
阿
部
純
子
、（
パ
）

深
澤
直
美
、（
パ
）
秋
山
恵
美

子
、（
パ
）
功
刀
明
子
、（
パ
）

鈴
木
奈
緒
美
、（
パ
）
北
條
一

美
、（
パ
）
芳
賀
陽
子

	
	

◎
穫
れ
た
て
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ 

山
城

セ
ン
タ
ー
長　

青
木　

裕

（
パ
）
内
藤
一
二
美
、（
パ
）
白

井
百
合
子
、（
パ
）
市
川
聡
子
、

（
パ
）
小
林
幸
子

◎
穫
れ
た
て
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ 
池
田

　

セ
ン
タ
ー
長　
（
兼
）
青
木　

裕

（
嘱
）	

篠
原　

透
、（
パ
）
萩
原

民
子
、（
パ
）
中
川
眞
由
美
、（
パ
）

落
合
美
子
、（
パ
）
本
原
幸
子

◎
市
川
三
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）
伊
東　

聡

係
長　

松
永
有
里

主
任　

玉
木
良
平

〇
居
宅
介
護
支
援
事
務
所

（
嘱
）
佐
野
み
ゆ
き

〇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
ほ
え
み

主
任　

望
月
美
代
子

大
森
有
希
、
遠
藤
千
里
、
望
月

絵
美
、
深
沢
み
か
、（
パ
）
渡
辺

む
つ
み
、（
パ
）
中
村
英
子
、（
パ
）

加
藤
満
美
子
、（
パ
）
小
澤
竹
男
、

（
パ
）
村
松
輝
美
、（
パ
）
中
澤

嘉
津
子
、（
パ
）
赤
池
今
男
、（
パ
）

村
松
政
子
、（
パ
）
井
上
恵
子
、

（
パ
）
大
森
絹
江
、（
パ
）
遠
藤

美
智
子
、（
パ
）
加
藤
和
子

※
ア
ル
バ
イ
ト
は
掲
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん　
　
　
　
　
　
　

	

以
上

（
兼
）
…
…
兼
務

（
嘱
）
…
…
嘱
託
職
員

（
パ
）
…
…
パ
ー
ト
職
員

“ かがやけ ” みらい　５号（12）“ かがやけ ” みらい　５号（13）



“ かがやけ ” みらい　５号（14）“ かがやけ ” みらい　５号（15）

　　  休日ローン相談会を開催しています
　平日にご都合のつかないお客様の相談窓口としてご好評いただい
ています。窓口が大変混み合い、お待たせする場合もありますの
で、ご来店の際にはお電話にてご予約をお願いしています。皆様の
ご来店をお待ちしています。
　ローンには審査が必要です。審査申込の持ち物は・運転免許証等
ご本人確認のできる写真付きの身分証明書・健康保険証・源泉徴収
票または確定申告書の写し・お見積書またはご契約書・ご印鑑（朱
肉で押印するもの）。

　　  休日無料年金相談会のお知らせ
　当組合では、これから年金を受給される方の年金に関する相談や
手続きのお手伝いの相談会を行っております。具体的な内容の説明
には、「年金手帳」、「年金証書」、「認印」等が必要となりますので、
ご来店する際はご持参下さい。お待ちしております。

●お問合せ先	

 市川支店 055-272-1211

 栄支店 0556-64-3161

　アルプス通り支店

  055-288-8700

休日ローン相談会・年金相談会　開催時間 10：00 ～ 15：00

【材料２人分】

甘酒………… 125cc
牛乳………… 125cc
ゼラチン…… ５g
いちご……… ６個

はちみつ…… 大さじ1
レモン汁…… 小さじ1/2
飾り用のいちご	 ２個

【材料カップ６個分】
レンコン……… ７０g
にんじん……… 1/2本（75ｇ）
ちくわ………… 1/2本（40ｇ）
水……………… 150㏄
サーモン……… 100ｇ
　　酢………… 大さじ2.5
　　砂糖……… 大さじ２
	A	｛	醤油	 …… 大さじ１
　　だしの素… 小さじ１/２
　　塩………… 小さじ１/２

温かいごはん… 300g
ハーブ（ディル等）又は三つ葉	適宜
【ポン酢ジュレ】
粉ゼラチン…… 1.５ｇ
熱湯…………… 40㏄
ポン酢しょうゆ
　　…………… 大さじ2.５
※お寿司を入れるカップ	６個

【作り方】
①	小鍋に甘酒、牛乳を入れて温める。
②	①にゼラチンを振り入れ、よく混ぜながら溶かす。
③	粗熱がとれたら、容器に注ぎ入れ、冷蔵庫で冷やし固
める。

④	苺はスライスし、はちみつとレモン汁を混ぜ合わせ、
500Wの電子レンジで1分ほど加熱する。

⑤	④を泡だて器などで潰しながら全体を混ぜ合わせ、冷
蔵庫で冷ます。

⑥	③が固まったら⑤のソースをかけ、半分に切った苺を
飾る。

【作り方】
①	【ポン酢ジュレをつくる。】
	 ボウルに分量の熱湯を入れ、粉ゼラチンをふり入れてよ
く混ぜて溶かす。そこにポン酢を入れて混ぜる。バット
に流し、冷蔵庫で冷やしておく。

②	【寿司めしをつくる】
	 レンコン、にんじんは皮をむいて、ちくわとともにみじ
ん切りする。

③	フライパンに分量の水、②を入れて中火にかけ、汁気が
なくなるまで煮て火を止め、Aを加えて混ぜる。

④	③のフライパンに温かいご飯を加えて混ぜ、冷ます。
⑤	カップに④のご飯を盛り、薄切りにしたサーモン、
フォークで崩したポン酢ジュレをのせ、ハーブを添える。

提供：厚生連健康増進部栄養科

★栄養ワンポイント★
　今が旬のいちご。注目成分は、ビタミンCです！中
粒いちご約８粒で一日に必要なビタミンCを摂ること
ができるほど、いちごにはビタミンCが豊富に含まれ
ており、「ビタミンCの女王」と呼ばれています。ビタ
ミンCには、メラニンの生成を抑えてシミやそばかす
を防いだり、コラーゲンの生成を助ける働きがあり、美
肌効果が期待できます。
　また、今回のいちごソースはレンジを使用することで
簡単に作ることができます。いちごソースの甘酸っぱさ
と甘酒の自然な甘みが絶妙な一品です♪

★栄養ワンポイント★
　３月３日は「ひな祭り」です。「ひな祭り」には、簡
単に彩りよく仕上がる「カップ寿司」がおすすめです！
手間のかかる仕込み作業も少なく、盛りつけも短時間で
できます。トッピングは、お子さんと一緒にしても楽し
いですよ。容器は透明カップを使用することで彩りの良
い側面がより映えます。プリンやゼリーのカップでも代
用できます。きれいに盛りつけて、ご家族でひな祭りを
お祝いしましょう。ぜひ、お好みの具材と合わせてご賞
味ください。

食塩相当量　0.2g

食塩相当量　1.3g

エネルギー

146
kcal

エネルギー

159
kcal

苺ソースの甘酒ミルクプリン

ポン酢ジュレのせ
カップ deお寿司

詳細は、最寄の支店窓口または、下記ローン相談会にてご相談ください。

開催日 休 日
ローン

年 金
相 談 開催場所

３月14日（土）

市 川 支 店

栄 支 店

アルプス通り支店

４月18日（土）

市 川 支 店

栄 支 店

アルプス通り支店

５月16日（土）

市 川 支 店

栄 支 店

アルプス通り支店



JA山梨みらい

 最優秀作品には副賞として

(株)農協観光旅行券５万円分

JA山梨みらい

 最優秀作品には副賞として

(株)農協観光旅行券５万円分


